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第1章　 緒 言 並に 文 献

細 胞 学 の歴 史 は 古 く, 1665年Robert Hooke

に よ り細 胞 膜 に よつ て 区切 られ た小 房 をcell

と命 名 され た のに始 まる.一 方 核 に関 しては,

これ を 細胞 の特殊 機 関 として重 要視 した のは

Robert Brownで あ り,其 後Schleiden1)及 び

Schwann2)は 動植 物 の基礎 は 細 胞 で あ り,生

体 は凡 て 細胞 か ら出来 てい る こ とを明 に した.

其 後Virchow3)4)が 細胞 病 理 学 を唱 え るに

あた り現代 病 理学 は一 大転 機 を来 した が,専

ら細 胞 の変 化 を原 形 質 に のみ も とめ,核 につ

いて は そ の特殊 染 色 に欠 くる と ころ が あつ た

た め,等 閑に 附 せ られ た うらみ が あつ た.こ ゝ

に お い て浜崎 教 授 は 核酸 化 学 の発 達 と と もに

先人 の業績 を明 らか に し,こ の方 面 の 画期的

な研 究 を 発表 して 核病 理 学 の発 展 に貢 献 した.

す なわ ち,核 内 に は特 異 な燐 含有性 蛋 白が あ

り, Hammarsten5), Kossel6)の 詳 細 な研 究 に よ

つ て,こ れ が 核蛋 白体 と呼 ばれ る よ うに なつ

た.又Miescher7)は 膿 球か ら原形 質 を 除 き,更

に塩 酸 ペプ シ ンに よつ て人 工消 化 法 を行 い,

核 中 の被 消化 物 質 を除 いて特 異 な物 質 を発 見

し,本 物質 は核 に限 局 して存 す る もので あ る

こ とが 明か とな り, Altmannは これ を 核酸 と

命 名 した.そ して核 酸 は塩 基 性 で硫 黄 を含 有

す る蛋 白,す なわ ちhistonと 結 合 して核蛋 白 と

して核 内 に存 し,こ れが 加 水分 解 若 くは消 化

され る とき核 酸が 遊 離す るこ とが 明 らか に さ

れ た.そ の後核 とは 無関 係 に細 胞 内 に一 種 の

核 酸 の あ る こ とがA. Meyer8), Schuhmacher9)

の努 力に よ り証 明 され た. 1928年Feulgen反

応 が 発見 され,核 内核 酸 に特 異 的に 作 用 す る

こ とが 明 らか とな り,こ の反 応 で染 色 され る

もの は 高 分 子 デ ゾオ キシ リボ 核 酸(高 分 子

DNA)と 称 され,原 形 質 内 の核 酸 はCasper

son10)の 紫外 線 顕微 鏡 的 応 用, Brachet11)の

リボ ヌ ク レアー ゼの応 用 な ど か ら リボ 核 酸

(RNA)と 称 され るに いた つた. DNAとRNA

とは 化 学構 造 上 非常 に似 てい るが,試 験 管 内

では 転 換す る こ とに成 功 して いな い.一 方 生

体 内 で は 未 だ は つ き り し た 結 論 が な く,

 Brachet12)は 互 に転 換 し う る もので あ る とい

ゝHevesy13)は これに 反 対 してい る.従 来 原形

質 内 に はDNA系 物 質 は な い とい う考 え が支

配 して いた.と ころが 浜 崎教 授14)は1934年 昇

汞 親和 性 物質 の名 の も とに 最初 の 報告 を な し,

 1948年 カ ル ボ ー ル フク シ ン ヨー ド法(KFJ

法)な る特殊 染 色 に成 功 し,こ れ に染 る顆 粒

は 浜崎 教 授 のFeulgen改 良法 及び種 々の化 学

的 検 索 に よ り低 分 子DNAな る こ とを立 証 し,

 DNA系 物質 は 原形 質 内 に も存 在 す るこ とを

明 らか に して,旧 来 の考 えを打 破 した.同 教 授

は 特 に この顆 粒 を ケ トエ ノール顆 粒(KEG)
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と改称 した.従 来核 内物質が原形質 内へ流入

す るときは細胞の生命を脅かす もの とされ て

いたが, KEGは 一 定の リポイ ドと結合 して

原形質無毒 の状態 となつて存在 してお り,多

量 の リポ イドと結合す るときは,ケ トエ ノー

ル リポイ ド(KEL)と な り,両 者の区別は前

者がバ リ ット水分別 で消 失乃至は呈色性を弱

め るのに対 し,後 者は呈色性 を変えないか,

或 いは呈色性 を高め るこ とにある.

KEGは 固 定 剤 に よつ て クロー ムケ トエ

ノール顆粒(Cr・KEG),鉄 ケ トエ ノール顆

粒(Fe・KEG),銅 ケ トエ ノー ル顆 粒(Cu・

KEG),昇 汞ケ トエ ノー ル 顆 粒(Hg・KEG)

の4種 に 区別 されて い るが,そ の うちCr・

KEGは 最 も多 く原 形 質に現われ.常 在 し,

最 も高分子 の核酸であ り, Hg・KEGは 最 も低

分子 の核酸で,組 織間隙に現われ ることが多

く,ケ トエ ノール物質(KES)代 謝の終末産

物 とみ な され ている.又KEGは その由来に

よつ て外来性 と内生性 の2種 に分け られ,内

生性KEGは 細胞核の代謝産物又は生産物 と

して局所的に発生 す るもので,必 ず核 の一端

に 出現 して1～2個 核膜 の肥厚結節 として現

われた り,あ るいは核 側に小帽状 に附着 して

現われた りす る.外 来性KEGは 内生性KEG

以外 の原形質 内KEGを 総括 す るもので,既

成のKESと して細 胞外か らと り入れ られた

ものばか りを さす ので はな く, KESの 構成

成分 として細胞内にい り,原 形質で合成 され

た もの もこの中に入れ られ る.な おBrachet

の考 えが正 しければDNAはRNAよ り転換

し得 るものであ るか ら,こ の さいKESが 産

生せ られたな らば,こ れ も外来性KEGの 中

に算入 され る.

KEGの 変化 を検索 した主 な 業績 を拾 つて

み る と,浜 崎,小 西15)は兎を飢餓に陥 らしめ

ると, 5～7日 の内に 外来性KESが 消 失し,

内生性KESが の こることを明かに し,浜 崎,

佐 藤36)はハ ッカネズ ミにX線 照射 を行 つた と

ころ,初 めは著 し く少 くな り,暫 くして正常

よ り増加 し,段 々平常に復帰す ることを報告

してい る.ま た 三 船17)は まづ 新 鮮 組 織 を

37℃ に保存 し,時 間的にCr・KEG及 びHg・

KEGの 変化を観察 した ところ,他 の臓 器で

も大体 同様であ るが特に脾臓組織において8

～16時 間後にCr・KEGが0 .3～0.5μ 大に核

膜の内外に多数 出現 し,漸 次増大 して小滴状

と化 し,核 膜を離れて胞体内に移行す るのを

み,な お少数 なが ら微細顆粒が核内に遊離し

て存す るのをみ ることがあ り,顆 粒形成 の初

期においてはこの核は瀰 漫性赤色を呈 し,多

少対酸性が亢進す るが,顆 粒形成が進んで く

ると核基質は漸次退色 して硝子様 の光沢色調

を現わす ようにな る.H・E染 色で上記の部

を検索す るに,顆 粒増加の初期には核の変化

を殆んど認め得ない.こ れ よ りす るとKEG

はH・E染 色では殆 んど変色を認め得ない時

期にすでに変化を示す ものであ ることを明か

にした.又 教室 の立花18)は卵 白抗原に よる潜

在性脳局所 アナフ ィラキシー猫脳髄 について,

大脳神経細胞内KEGを 検 し,そ の機能 との

関連を追求 し,神 経細胞内KEGの 増加 して

いることを認め,そ の機能の亢進せ ることを

証明 した.そ こで私は痙攣時及びその後数時

間 の神経細胞の機能をKEGの 変化にもとつ

いて調べ てみ ることとし,痙 攣 と最 も深い関

係にあると思 わ れ る大 脳 皮質運動領のCr・

KEG,　 Hg・KEGに ついて検索 してみること

とした.

第2章　 実 験 方 法

(1)　実験動物

2.0～4.0kgの 成 熟猫を 選び,数 日間飢餓

におちいらぬ よう飼 育して使用 した.

(2)　痙攣誘発方法

10%カ ルヂア ゾール注射液を当瓩0.2cc大

腿 皮下静脈に注射,痙 攣を誘発せ しめた.

(3)　痙攣各時期 の選定

第1編 において述べた と全 く同じものとし

た.す なわち,正 常時,痙 攣前期,痙 攣極期,

痙 攣後期(30分 後),痙 攣終了1時 間後,痙

攣終了3時 間後,痙 攣終 了6時 間後であ る.

(4)　屠殺方法

第1編 に同じ.
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(5)　染色法

浜崎氏KFJ法 にて染色 し, 0.25%バ リッ

ト水分別を行 い,リ ポイドとの鑑別に供 した.

標本 の厚 さはすべて4μ とした.

(6)　組織学的検査法

成績 の正確を期す るため,組 織標本に資す

る切片はでき るだけ同一個所 よ り採取 して,

これを此較検索 した.な お鏡検に さいしては

組織 の辺縁部 と中心部 とを除外 し両者の中間

部を標準 として成績の判定を行つた.

第3章　 実 験 成 績

各時期 とも5～7例 づ ゝに して皮質運動領

のCr・KEG,及 びHg・KEGを 検索 した.し

か して各時期におけ るKEGの 量を示すのに

は,正 常時を対照 として.こ の場合におけ る

KEG量 と比較 し,こ れ より増加又は減少せ

るもの と,あ ま り差 のない もの との群に分ち,

その数を表示記載す ることとした.

第1節　 ク ロー ムケ トエノール顆粒

及 びクロームケ トエノール

リポイドについて

(1)　皮質運 動領神経細胞内Cr・KEG及 び

Cr・KEL

1)　 正常時

(No. 101, 102, 103, 104, 105)

原形質内においては,皮 質浅層 よ り深層に

ゆ くにつれ て顆粒の数は増加してお り,第3

層の神経細胞内では直径0.3μ 前後 の暗紫赤

色,類 円形 のKEGが 数個 乃至十数個散在 し

ているのがみ られ(第1図),第5層 の大錐

体細胞では さらにその数をまし,原 形質内に

群体をな8て 存 し,顆 粒 の大 さも0.5μ 前後

でや ゝ大 き くなつてい る(第2図).し かし

第6層 の神経細胞内では顆粒 の数は比較的少

い.一 方核内は,全 層にわた り類円形 の色質

中心が1.0～2.0μ 大に染つてみ られ るほか

淡明でKEGは 認められない.

バ リット水分別で顆粒は殆ど全部消 失す る.

2)　 痙攣前期

(No. 15, 18, 21, 27, 35, 40, 42)

痙攣前期においては一 般に正常時 と顕著な

差をみ とめない.す なわち原形質内に数個乃

至十数個,直 径0.3～0.5μ 位 の暗紫赤色 に

染つた顆粒を認 め,ま た核膜に接 して1～2

個 の同 じ く紫赤色に染つたKEGを 認め る.

皮質浅層にはKEGの 数が少 く深層にゆ くに

つれて増加 し,第5層 の大錐体細胞に とくに

多数み られ,第6層 になると比較的少 くなつ

て くることも正常時 と殆ん ど同様であ る.但

し, No. 35の 例においてのみは些か所見を異

にし,第5層 の大錐体細胞原形質内 のKEG

が正常 時に比 しさほど著明でな く,か な り減

少 していた.

バ リット水分別で これ らの顆粒は殆 ど消 失

す る(第1表).

3)　痙攣極期

(No. 2, 14, 25, 26, 34, 36, 38)

痙攣極期にお いては神経細胞内の顆粒の大

きさは直径0.3μ 前後で,正 常時,痙 攣前期

などと比較 し著変を認め な い が,そ の数 は

No. 2, No. 14の2例 をのぞ き全層にわた りか

な り減少 している.そ の減少 の程度は浅層に

おいてはさぼ ど顕著な ものではな く,第3層

において も僅 かに減少 してい るにす ぎないが

(第3図),第5層 の大錐体細胞においては著

しく減少 し,原 形 質内に僅 かに1～2個 を算

す るのみであ り,甚 だ しき ものは全 く消失す

る(第4図).一 方核内は淡明であ り, 1.0～

2.0μ 大の暗紫色 の色質中心を認 める点では

何等 正常時 と変 りはな く,ま た核内KEGも

認められない.

バ リット水分別で これ らの顆粒は殆 ど全部

消失す る(第1表).

4)　 痙攣後期

(No. 3, 4, 10, 12, 23, 39)

痙攣後期においては,痙 攣極期 とほ ゞ同様

の所見を呈し,神 経細胞内KEGは 全層にわ

た り減少乃至消失 してお り,と くに第5層 の

大錐体細胞におけ るKEGの 減少乃至消夫が

顕著である.核 内は淡明で色質中心をみ るほ

か変化を認めない.但 しNo. 3の1例 だけは

趣 を異に し,対 照 と著変がな く大錐体細胞に

もKEGの 減少が認め られ なかつた.
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第1表　 皮 質 運 動 領 神 経 細 胞 内Cr・KEG

バ リ ッ ト水 分 別 で これ らの顆 粒 は殆 ど消 失

す る(第1表).

5)　 痙 攣 終 了1時 間 後

(No. 6, 11, 19, 20, 30, 33, 37)

痙 攣 終 了1時 間 後 で は, KEGは 第5層 大

錐 体 細 胞 内 を の ぞ き,減 少 乃 至 消 失 して お り,

第5層 大錐 体 細 胞内 で は,正 常 時 に比 し顆 粒

は小 さ く数 も少 いが,消 失 した もの はみ られ

な か つ た.但 し, No. 6, No. 20の2例 に お い

て は 正常 時 とほ ゞ同 様 で,全 層 に 顆粒 の減 少

を 認 め な か つた.ま た 核 内にKEGは 認 め ら

れ な い.

バ リ ッ ト水分 別 で顆 粒 は 殆 ど消 失す る(第

1表).

6)　 痙 攣 終 了3時 間 後

(No. 5, 7, 13, 16, 28, 43)

痙 攣 終 了3時 間 後で は, No. 7の1例 を の

ぞ き,全 層 の 神経 細 胞 の所 々に微 細 な 顆粒 の

出現 をみ とめ るが,な お顆 粒 は 正常 時 に 比 し

少 い.こ れ はKEGの 再 生 され た もの と思 わ

れ る.核 像 には 異常 を認 め ない.

バ リ ッ ト水分 別 を行 うと殆 ど顆 粒 は消 失 す

る(第1表).

7)　 痙 攣 終 了6時 間 後

(No. 8, 9, 17, 22, 24, 31, 32)

痙 攣 終 了6時 間 後 で は, No. 9の1例 を の

ぞ き,全 層 の神 経 細 胞 内 に微 細 な 顆 粒が 再 び

み られ る よ うに な るが,顆 粒 の大 き さは0.2μ

前 後 で 正常 時 よ り小 さい(第5図,第6図).

そ の 顆 粒 の 量 は ほ ゞ正 常 時 と同程 度 で あ る.

な お核 内 にKEGは 認 め られ ない.

バ リ ッ ト水 分 別 で 顆 粒 の消 失 しな い ものが

み られ る よ うに な る(第1表).

(2)　 皮質 運 動領 ニ ッスル灰 白 のCr・KEG及

びCr・KEL.

1)　 正 常 時

(No. 101, 10, 1023, 104, 105)

ニ ッスル灰 白を2層 に分 ち, 1～4層 まで

をA層, 5～6層 まで をB層 と して所 見 を の

べ る と, A層 に お いて は0.3～1.0μ 大 のほ ゞ

円形 の紫 赤色 に 染つ たKEGが 神経 線維 に附

着 して 多数 に認 め られ る. B層 に おい て も同

様 にKEGが 神経 線維 に附 着 して認 め られ,

大 さ も ほ同ゞ様 で あ るが,数 が 少 くな つ てい

る(第7図).

この顆 粒 は バ リ ッ ト水 分別 で 殆 ど消 失 す る.

2)　 痙 攣 前 期

(No. 15, 18, 21, 27, 35, 40, 42)

痙 攣前 期 に お いて は, No. 15, 35の2例 を

の ぞ き, A層, B層 とも正 常時 と全 く同 じ所

見 で変 化 を認 め な い.例 外 の2例 に おい ては,

正常 時 に比 しむ しろ顆 粒 の増加 を認 めた.

この顆 粒 は バ リ ッ ト水分 別 で消 失す る(第

2表).

3)　 痙 攣 極期

(No. 2, 14, 25, 26, 34, 36, 38)

痙 攣 極 期 で は, No. 2, No. 14の2例 を のぞ

き, A層, B層 ともに 正常 時 よ りかな り多 く

の顆 粒 を認 め,ほ ゞ円 形 の 紫 赤 色 に 染 つ た

KEGが 神経 線維 に附着 し て縦 横 に 走つ て い

る のを認 め る(第8図).

この顆 粒 は バ リッ ト水 分別 で 殆 ど消 失 す る

(第2表).

4)　 痙 攣 後 期

(No. 3, 4, 10, 12, 23, 39)

痙 攣 後 期 では, No. 10の1例 をのぞ き, A
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層においては正常時 よりさらに 多数のKEG

が神経線維 に多数附着 して線状をなしてい る

のを認め,そ の程度は痙攣極期 とほ ゞ同様で

ある. B層 において もかな り多数 のKEGを

み るがA層 に較べれば少 い,例 外の1例 は正

常時 とほ ゞ同所見であつた.

第2表　 皮 質 運 動 領 ニ ッ ス ル 灰 白 内Cr・KEG

バ リ ッ ト水 分 別 で 顆 粒 は 殆 ど消 失 す る

(第2表).

5)　 痙 攣 終 了1時 間後

(No. 6, 11, 19, 20, 30, 33, 37)

痙 攣 終 了1時 間 後 では, No. 20の1例 を の

ぞ き,痙 攣 後期 の所見 とほ ゞ同様 の所 見 を示

すが,痙 攣 後 期 に 比 較 して, B層 で はKEG

は一 層 減少 して い る.し か しA層 にお い ては

痙 攣 後 期 と差 異 な く多数 のKEGが 神経 線維

に附 着 してい る.

バ リ ッ ト水分 別 で 顆 粒 は 殆 ど 消 失 す る

(第2表).

6)　 痙 攣 終 了3時 間後

(No. 5, 7, 13, 16, 28, 43)

痙 攣 終 了3時 間後 の所 見 も, No. 13, 28, 43

の3例 で は前 者 と著 変 な く, A層 に お い ては

KFGが 多数 に 神経 線維 に附 着 し,そ の 走行

に 走 るのが み られ るが, B層 にはA層 に比 し

て減少 して い る.他 のNo. 5, 7, 16の3例 に

お い ては ニ ッス ル灰 白内KEGは 正常 時 とほ

ゞ同様 で,こ の場合 で は正 常 時 よ り増加 せ る

もの と大差 な き もの とが 半数 宛 で あ つた.

バ リッ ト水 分 別 で 顆 粒 は 殆 ど 消 失 す る

(第2表).

7)　 痙 攣 終 了6時 間 後

(No. 8, 9, 17, 22, 24, 31, 32)

痙 攣 終 了6時 間後 で は, No. 8, 17の2例

を の ぞ き,一 時 増加 して いたKEGも 減 少 し

ほ ゞ正常 時 と同様 の所 見 に もどつ た.

バ リ ッ ト水 分 別 で顆 粒 の消 失 しな い もの も

み られ る(第2表).

第2節　 昇 汞 ケ トエ ノール顆 粒及 び

昇 汞 ケ トエ ノール リポ イ ド

に つ いて.

第1節 にお い て, Cr・KEGを 検 索 した群 と

同一 群 に つ き,ほ ゞ同一 個 所 に つ い てHg・

KEG及 びHg・KELを 検 索 した.大 体 に お

い て は, Cr・KEGと 同一 傾 向 を示 した.浜 崎

教 授 に よれ ば, Hg・KESはKES代 謝 の終 末

産 物 で,細 胞 内 よ り組 織間 隙 に 多 く存 す る と

いわれ,私 の成績 では 細胞 内 には, Cr・KEG

に 比 しHg・KEGが 少 か つ たが,ニ ッスル灰

白に おい ては 顕著 な差 異 は認 め られ なかつ た.

実験 成績 は前 節 に お け るCr・KEGの 成績 と

第3表　 皮 質 運 動 領 神 経 細 胞 内Hg・KEG
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同様であ るので,詳 細な記載は省略 し,一 括

して表示す ると,第3表,第4表 の如 くで あ

る(第9図,第10図).

第4表　 皮 質 運 動 領 ニ ッ ス ル 灰 白Hg・KEG

第4章　 総括並に考按

さきに教室の立花18)は卵 白抗原に よる潜在

性脳局所 アナフ ィラキシー猫脳髄 につ いて,

大脳皮質運動領の神経細胞内のケ トエ ノール

顆粒(KEG)を しらべ,神 経細胞内KEGの

増加はその機能亢進状態を示す もの とのべて

い る.

私 は これ とはや ゝ趣が異な るが,痙 攣時に

おいてニ ッスル灰白 または神経細胞のど こか

に何等 かの変化があ りはしないか と思考 し,

痙攣の各期 におけ る大脳 神経細胞の機能的変

化を ケ トエ ノール物質(KES)の 増減 を示標

として調べてみ ることとした.

KESは 昇汞親和性物質の名のも とに1933年

浜 崎教授14)に より最初 の報告がな され,其 後

同教授は カルボ ール フクシンヨー ド法(KFJ

法)な る特殊染色に成功 し,そ の 結果KES

は低分子核酸乃 至オ リゴヌク レオチ ドであ る

ことが判明 し,原 形質内に リポイドと結合 し

て無毒 の状態 となつて存在 していること炉わ

かつた.そ してKEGは その由来に よつて内

生性 と外 来性 との二つに分たれてお り,内 生

性KEGは 核膜の内外 に多数 出現 し,核 膜 の

肥厚結節,或 は核側に小帽状に附着 してい る

ものをい ゝ,外 来性KEGは 内生性KEG以

外 の原形質内KEGを 総括す るものであつて,

既成 のKESと して細胞外から取 り入れ られ

た ものばか りでな く, KESの 構成 々分 として

細胞内に入 り,原 形質内で合成 された もの も

この内に入れられ るとされ てい る.

さらにまた, KESの 分布 について は浜 崎

教授19)及びその門下に よ り詳細に研究 され,

 KESは 蛋 白合成以外 の面で エネル ギー 消費

の大 きな臓器に多量に存在す る傾向があ り,

心筋,細 尿管上 皮などに豊富に認められ るが,

神経細胞ではや ゝその趣 きが異 り,細 胞自身

には案外KESが 尠いがニ ッスル灰白内の神

経線維に多数 の微細顆 粒状KEGが 附着して

存在 している.こ の事実から神経細胞のKES

についてはニ ッスル灰白のKES検 索を併せ

行 う必要があることにな る.

私の実験例についてみ ると,痙 攣前期では

正 常 時 に 比 し殆ど変化を 認めないが,痙 攣

極期,後 期では神経細胞内KEGは 減少乃至

消 失 して い る.こ れに反し,ニ ッスル 灰白

では逆に この時期にKEGの 増加 を認めてい

る.し かもこれ らの変化が痙攣 に最 も関係の

深 いと考 えられ ている大錐体細胞に判然と現

われていることは極めて意義 あるものである.

さらに この顆 粒は痙攣終 了1時 間後, 3時 間

後, 6時 間後 と逐時的に正常 状 態 に恢 復 し

てい る傾向はあ るが,痙 攣終了6時 間後では

まだ正常にはもどつていない.一 方 この顆粒

は痙 攣の経過 中及び痙攣終 了3時 間後までは

バ リット水にて消失す るが,痙 攣終 了6時 間

後にな ると抵抗 を示 して くることは興味 ある

ことであ る.そ して経過中 これ らKEGは 核

膜内には存在せず,核 内は淡明で禰 漫性赤色

に染 らなかつた ことか ら内生性のものではな

く,外 来性のものであつた こ とは 明 瞭 で あ

る.

こ ゝで核病理学を顧つてみ る と,ま だその
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端緒についたばか りであ り業績 も僅少 である

ため,私 の実験結果 もこれ を無理 に意義づけ

ることは多 くの危険を招 くことが考えられ る

ので,た ゞ実験成績のみを述べて,深 く考察

す ることは差控 えたい.し か しなが ら今迄 に

明 らかに された業績を基礎 として,私 の実験

成績 について考察 してみ ることも無意味 では

なかろ うと考える.す なわ ち,浜 崎 ・佐藤16)

はハ ツカネズ ミに200γ X線 照射 を行い,組

織学的にKEGの 変化 を検 索 した と ころ,

 Cr・KEGは1時 間後には既 に著 し く少 くな り,

 3時 間後にはその大部分が消失 し, 9時 間を

経 ると先づ肝,脳,胃 などのKEGが 恢復を

はじめ, 1～2日 後には過剰生産 とな り,漸

次に正常 に復 し, Feulgen反 応 もKESと 相

伴 うて消長 してい るこ とが わ かつ た.ま た
ら

Schmidt21)はFeulgen反 応 陽性物質の過剰再

生のあ る時期は機能亢進が あるのではないか

といつている.こ の事実に基 き,さ きに教室

の立花18)は潜在性脳局所アナフ ィラキシー猫

脳髄神経細胞内にKEGの 増加を証明 し,こ

れをその機能亢進或は過敏状態に よるためで

あろ うと推論 した.こ れ らの ことから考え る

と私 の実験において,痙 攣極期,後 期にニ ッ

スル灰 白内のKEGが とくに神経線維 にそつ

て多量に附着 してい るとい うことは痙攣 とい

う極度の興奮が営 まれ てい るためであると解

釈 されないであろ うか,そ して逆に神経細胞

内のKEGが 減少乃至消失す るとい うこ とは

この痙攣 とい う莫大な エネルギー消費に際 し

て,神 経線維又はニ ッスル灰白に移動 した も

のと考 えて も差支えないのではあ るまいか,

このようなケ トエノール顆粒の変動が痙攣 に

最 も関係深き大錐体細胞に とくに顕著であ る

ことは意義深 いことである.さ らにまた痙攣

終了6時 間後 バ リット水に抵抗を示してき.て

い るものがあることは,細 胞変性 のためケ ト

エノール顆粒が脂肪化 してケ トエ ノール リポ

イドとなつたため と思われ る.

次 で,第1編 におけ る脳浮腫 との関係をみ

るに,ケ トエノール顆粒が神経細胞内に減少,

消失 し,ニ ッスル灰白,或 は神経線維に増加

している痙攣極期,後 期では脳浮腫 ももつ と

も高度であつて,神 経細胞が もつ とも高度に

活動してい る時期 一致 していることは興味

深 い ことである.

さらに,さ きに教室の近藤22)が犬で行 つた

痙攣時におけ るコ リンエステ ラーゼ活性値の

変動に関す る実験的研究 と比較 してみ ると,

 ChE活 性値は痙攣前期にむ しろ低下 し,痙 攣

極期に著 し く増加 して最高 とな り痙攣終 了30

分後即 ち痙攣後期には正常値に もどつてお り,

丁度私の実験におけ るケ トエ ノール顆粒の変

動の強 い時期がChE活 性値 の高い時期 と一

致 している.ChEと 核酸代謝 との関係は極 め

て興味深 き問題であるが,な お未解決の点が

多 く,徒 らに推論 をもてあそぶ ことを止め,

た ゞ実験の結果を記述す るに とゞめておきた

い.

第5章　 結 論

1)　 猫に カルヂアゾール誘発痙 攣を行い,

痙攣前期,極 期,後 期,痙 攣終了1時 間後,

 3時 間後, 6時 間後の各時期を選定 し,皮 質

運動領におけ る神経細胞 内及びニ ッスル灰白

のGr・KEG及 びHg・KEGを 検索 した.

2)　 痙攣極期,後 期 に神経細胞内のKEG

は減少乃至消失し,逆 にニ ッスル灰白におけ

るKEGは 増加 し,ま た痙攣終了6時 間後に

おいてはKEGの 再 生 が 認 め られ,同 時 に

KELの 出現が認め られた.

3)　 痙攣時におけ るケ トエノール顆粒の変

動は 含水量の変動 とほ ゞ一致 してい る.

(擱筆するにあたり,終 始御懇篤なる御指導と御

校閲を賜つた恩師陣内敎授に謝意を捧げ,併 せて病

理学浜崎敎授の御援助に深甚なる謝意を表す)
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On the changes of the water content and the ketoenolic granules

by convulsion in cats' brain

Part II. On the changes of the ketoenolic granules by convulsion.

By

Toshihiko Tanaka

The ketoenolic granules were investigated in the motor cortex and the results were as 

follows:

1. No change was observed at the preconvulsive stadium.

2. The granules in the nerve cells, especially in the Betz's giant pyramidal cells 

decreased or disappeared and those in the Nissl's gray substance rather increased at the acme

 and the postconvulsive stadium.

This fact suggested the ketoenolic substance moved from the ganglion-cells to the Nissl's 

gray substance or to the nerve fibers at the moment of such great consumption of energy as 
convulsion. And this change recovered gradually to the normal as time elapsed, which was 

similar to the above-stated changes of the water content in the brain.

It was interesting that this change was most striking in the Betz's cells which were con

sidered to have very close relation to convulsion.
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田 中 論 文 附 図

第1図　 正常猫第3層 神経細胞内Cr・KEG 第2図　 正常猫第5層 大錐体細胞内Cr・KEG

第3図　 痙攣極期第3層 神経細胞内Cr・KEG

第4図　 痙攣極期第5層 大錐体細胞内Cr・KEG

第5図　 痙攣終了6時 間後第3層 神経細胞内

Cr・KEG
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田 中 論 文 附 図

第6図　 痙攣終了6時 間後第5層 大錐体細胞内

Cr・KEG 第7図　 正常猫ニ ツスル灰白内Cr・KEG

第8図　 痙攣極期ニツスル灰白内内Cr・KEG

第9図　 正常猫第5層 大錐体細胞内Hg・KEG 第10図　 痙攣極期第5層 大錐体細胞内Hg・KEG


